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商業統計調査によると、全国の小売事業所数は1991 年から2002 年のおおよそ10 年の間にお

































の低い小売店が必要以上に保護されているという問題点が指摘されてきた。 また、 1990 年代前半
のトイザラズの日本進出を契機として、日米構造協議において大店法の問題が取り上げられるよ
うになり、 大店法の規制緩和が行われてきた。 大店法の規制緩和は段階的に行われ、 ついに2000 年
に大店法は廃止に至ったわけであるが、その背景として経済的環境が大きく変わったことの影響
が大きい。 日本経済は90 年代前半のバブル崩壊によって長期的な停滞局面に入った。 個人消費が
伸びないことによって、小売業全体の売上の伸び率も停滞した。小売店の数は減少を続け、1991
年の159 万件から2002 年の130 万件とここ10 年間で29 万件減少している。 その中でも特に小規
模の零細店の減少幅が大きくなっている。小売業の従業者規模別事業所数の推移を示した図１を















の一方で新規事業所の参入も見られている。Matsuura and Motohashi (2005)は商業統計調査の






































































































                                                  





結果、平成 9年調査において調査対象から漏れていた小売事業者が大量に発見され、平成 14 年
調査はこの新たな名簿をベースに調査が実施された。このように平成 9年と 14 年調査で整合性
がとれない事業所（平成 14 年調査の結果事業所開設年次が平成９年以前だが、平成９年商業統
計個票データには存在しない事業所） については、 分析に用いるデータセットからは取り除いた。 
3 平成９年のデータが集計データしか利用できなかったため、規模区分や業態区分は公表されて




  売場面積  営業時間  備考 
①コンビニエンスストア 250 ㎡以下 16 時間以上  セルフ店であること 
②中小小売店 500 ㎡以下  －  ①を除く 
③大規模店Ⅰ 1500 ㎡以上  －  － 



























6 大都市雇用圏は、中心市町村のDID人口が 5万人以上の都市と定義される。DIDとは、Densely 
Inhabited Districtsの略であり、人口集中地区と訳される。平成 12 年の国勢調査では、人口集中
地区は「人口密度が１平方キロメートル当たり 4,000 人以上の基本単位区等が市区町村の境域内




























Gi = α+ ∑βj *Dij + ∑γk *Xik + ∑δl*Zil + η*Sit-1 + εi
 
                                                  













  1997 年 2002 年 
大規模店の有無ダミー  L>0  
大規模店参入ダミー  L=0 L >0 
大規模店増加ダミー  L>0 L >0 & L1997 < L2002
大規模店撤退ダミー  L>0 L =0 





響が含まれてしまう。 こうした影響を除去するために、 1997 年以前から操業している小規模小売
店（既存店）の販売額変化率を対象とした分析も行う。ただし、既存店の売上変化率には 1997



















































































































                                                  
11 モータリゼーションが進展した地域では、郊外型ショッピングセンターと公共施設の連携や、
中心市街地とのアクセス改善も一つの政策的対応となりうる。 事実、 青森県下田町の下田ＳＣ （シ
ョッピングセンター）では、ＳＣ内にデイケアセンターが設置され、近隣のデイケアサービス利
用者は送迎バスでＳＣに通っている。また、館内は完全バリアフリーであり、周囲の老人ホーム
からも団体で客が押し寄せていると報道されている。詳細は、週刊ダイヤモンド 2006 年5 月20
日号（ダイヤモンド社）参照のこと。 参考文献 
David Flath (2003),”Regulation, Distribution Efficiency, and Retail Density”, NBER Working 
Paper No.9450 
Matsuura Toshiyuki and Motohashi Kazuyuki (2005), “Market Dynamics and Productivity in 
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McKinsey Global Institute (2000), “Why the Japanese Economy Is Not Growing: Micro 
Barriers to Productivity Growth”, McKinsey Global Institute 
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 表３．中心市街地における中小小売店の販売額変化率の決定要因：都市圏と地方圏の比較
都市圏 地方圏 都市圏 地方圏
1996 1953 1986 1948
0.2813 0.2799 0.0252 0.0046
0.000 0.000 0.000 0.093
-0.487 -0.504 -0.010 0.009
[-26.53]*** [-26.71]*** [-1.60] [1.56]
0.244 0.140 -0.008 0.013
[5.04]*** [2.00]** [-0.47] [0.60]
0.201 0.204 0.025 0.017
[3.78]*** [2.70]*** [1.35] [0.75]
0.073 -0.050 0.019 0.013
[0.97] [-0.32] [0.72] [0.28]
-0.142 -0.117 0.016 -0.006
[-2.08]** [-1.21] [0.65] [-0.20]
0.074 -0.029 -0.010 0.012
[1.02] [-0.24] [-0.40] [0.31]
0.250 0.205 0.024 -0.018
[5.07]*** [3.18]*** [1.38] [-0.92]
0.174 0.158 0.037 -0.004
[3.85]*** [2.90]*** [2.33]** [-0.22]
0.022 0.079 0.004 0.007
[0.43] [1.03] [0.19] [0.31]
-0.099 -0.152 0.034 0.044
[-1.59] [-1.77]* [1.56] [1.67]*
-0.008 0.089 0.004 0.003
[-0.12] [0.95] [0.18] [0.09]
0.995 -0.216 -0.393 -0.353
[3.43]*** [-0.73] [-3.80]*** [-3.73]***
0.446 0.537 0.007 -0.006
[16.70]*** [17.18]*** [0.72] [-0.61]
0.152 -0.131 0.063 -0.018
[2.47]** [-1.81]* [2.94]*** [-0.80]
0.053 -0.091 -0.044 -0.060
[0.76] [-1.25] [-1.79]* [-2.66]***
0.089 0.122 0.034 0.014
[2.32]** [2.52]** [2.53]** [0.93]
0.074 -0.027 -0.007 0.016
[1.09] [-0.28] [-0.29] [0.55]
-0.100 -0.115 -0.027 -0.019
[-1.80]* [-1.47] [-1.36] [-0.79]
0.112 0.036 0.008 -0.002
[3.24]*** [0.85] [0.61] [-0.16]
-0.044 0.105 -0.005 -0.001
[-1.04] [2.15]** [-0.33] [-0.08]
-0.005 0.042 -0.003 0.002
[-0.11] [0.81] [-0.19] [0.12]
1.498 1.558 -0.074 -0.168
[7.26]*** [6.89]*** [-1.03] [-2.47]**
注）　1) カッコ内はt値。***、**、*はそれぞれ1％、5％、10％水準で統計的に
　　  有意であることを示す。
























































高い 低い 高い 低い
1861 2088 1853 2081
0.2837 0.2673 0.0064 0.0261
0.000 0.000 0.045 0.000
-0.518 -0.465 0.005 -0.006
[-26.29]*** [-26.43]*** [0.77] [-1.06]
0.225 0.187 -0.011 0.011
[3.59]*** [3.43]*** [-0.56] [0.65]
0.205 0.203 0.005 0.040
[3.21]*** [3.22]*** [0.23] [1.97]**
0.165 -0.048 0.045 -0.002
[1.38] [-0.55] [1.15] [-0.06]
-0.102 -0.143 0.019 -0.009
[-1.20] [-1.80]* [0.69] [-0.33]
0.048 0.016 -0.009 -0.006
[0.46] [0.20] [-0.28] [-0.23]
0.267 0.185 -0.021 0.022
[4.40]*** [3.50]*** [-1.06] [1.28]
0.211 0.112 0.005 0.026
[4.16]*** [2.30]** [0.31] [1.66]*
0.008 0.073 0.010 0.000
[0.11] [1.25] [0.47] [0.02]
-0.106 -0.149 0.065 0.017
[-1.35] [-2.15]** [2.53]** [0.75]
0.016 0.039 0.019 -0.007
[0.18] [0.54] [0.67] [-0.29]
1.112 -0.036 -0.159 -0.558
[3.39]*** [-0.14] [-1.46] [-6.45]***
0.492 0.432 0.007 -0.005
[16.66]*** [16.72]*** [0.71] [-0.56]
0.099 -0.087 0.050 -0.016
[1.53] [-1.25] [2.34]** [-0.69]
0.080 0.139 0.026 0.026
[1.67]* [3.51]*** [1.66]* [2.07]**
0.028 0.041 0.015 -0.004
[0.29] [0.58] [0.47] [-0.19]
-0.079 -0.140 -0.036 -0.020
[-1.01] [-2.43]** [-1.41] [-1.10]
0.065 0.118 -0.017 0.021
[1.61] [3.19]*** [-1.31] [1.78]*
0.059 0.044 -0.003 -0.005
[1.22] [1.02] [-0.19] [-0.35]
-0.013 0.063 0.007 -0.007
[-0.24] [1.39] [0.42] [-0.46]
1.590 1.636 -0.323 -0.049
[8.23]*** [9.03]*** [-5.19]*** [-0.84]
注）　1) カッコ内はt値。***、**、*はそれぞれ1％、5％、10％水準で統計的に
　　  有意であることを示す。
      2) ここでは、世帯あたり乗用車保有台数が全市区町村のメディアン












































































































































































































































































































































標本数 平均 標準偏差 第１四分位 第３四分位
中小小売店販売変化率 3949 -0.373 0.836 -0.695 -0.061
中小小売店販売（期首） 3949 11.832 1.539 11.024 12.869
中小小売店販売変化率（既存店） 3934 -0.235 0.234 -0.331 -0.141
中小小売店販売（既存店、期首） 3934 11.459 1.516 10.596 12.495
大規模店Ⅰダミー（期首） 3949 0.246 0.431 0.000 0.000
大規模店Ⅰ参入ダミー（期首） 3949 0.077 0.266 0.000 0.000
大規模店Ⅰ増加ダミー（期首） 3949 0.034 0.181 0.000 0.000
大規模店Ⅰ撤退ダミー（期首） 3949 0.061 0.240 0.000 0.000
大規模店Ⅰ減少ダミー（期首） 3949 0.043 0.203 0.000 0.000
大規模店Ⅱダミー（期首） 3949 0.409 0.492 0.000 1.000
大規模店Ⅱ参入ダミー（期首） 3949 0.164 0.370 0.000 0.000
大規模店Ⅱ増加ダミー（期首） 3949 0.139 0.346 0.000 0.000
大規模店Ⅱ撤退ダミー（期首） 3949 0.076 0.265 0.000 0.000
大規模店Ⅱ減少ダミー（期首） 3949 0.063 0.244 0.000 0.000
高齢者比率（期首） 3949 0.188 0.064 0.145 0.228
昼間人口（期首） 3949 7.484 1.083 6.772 8.253
昼間人口変化率 3949 -0.028 0.249 -0.128 0.056
世帯あたり自家用車保有台数（期首） 3949 1.155 0.236 0.996 1.317
病院の有無ダミー 3949 0.318 0.466 0.000 1.000
病院数増加ダミー 3949 0.042 0.201 0.000 0.000
病院数減少ダミー 3949 0.082 0.274 0.000 0.000
公務事業所の有無ダミー 3949 0.598 0.490 0.000 1.000
公務事業所数増加ダミー 3949 0.167 0.373 0.000 0.000
公務事業所数減少ダミー 3949 0.162 0.369 0.000 0.000付表２．回帰分析に用いた変数の相関係数
[1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] [10] [11] [12] [13] [14] [15] [16] [17] [18] [19] [20] [21] [22] [23] [24]
中小小売店販売変化率 [1] 1.000
中小小売店販売（期首） [2] -0.263 1.000
中小小売店販売変化率（既存店） [3] 0.241 0.047 1.000
中小小売店販売（既存店、期首） [4] 0.189 0.856 0.038 1.000
大規模店Ⅰダミー（期首） [5] 0.006 0.477 0.029 0.461 1.000
大規模店Ⅰ参入ダミー（期首） [6] 0.060 0.068 0.042 0.065 -0.165 1.000
大規模店Ⅰ増加ダミー（期首） [7] 0.017 0.179 0.029 0.167 0.328 -0.054 1.000
大規模店Ⅰ撤退ダミー（期首） [8] -0.017 0.147 0.013 0.132 0.448 -0.074 -0.048 1.000
大規模店Ⅰ減少ダミー（期首） [9] -0.006 0.266 0.002 0.258 0.372 -0.061 -0.040 -0.054 1.000
大規模店Ⅱダミー（期首） [10] 0.008 0.501 0.043 0.495 0.348 0.098 0.157 0.109 0.163 1.000
大規模店Ⅱ参入ダミー（期首） [11] 0.023 0.042 0.028 0.031 0.009 0.048 -0.008 0.009 0.004 -0.370 1.000
大規模店Ⅱ増加ダミー（期首） [12] 0.019 0.322 0.018 0.318 0.295 0.042 0.123 0.065 0.200 0.483 -0.178 1.000
大規模店Ⅱ撤退ダミー（期首） [13] -0.019 0.066 0.047 0.052 -0.008 0.033 0.015 0.015 -0.047 0.343 -0.127 -0.115 1.000
大規模店Ⅱ減少ダミー（期首） [14] -0.009 0.226 0.006 0.223 0.165 0.062 0.100 0.068 0.047 0.313 -0.116 -0.105 -0.075 1.000
高齢者比率（期首） [15] -0.074 -0.087 -0.109 -0.070 -0.113 -0.111 -0.088 -0.028 -0.025 -0.133 -0.096 -0.098 -0.030 -0.009 1.000
昼間人口（期首） [16] 0.058 0.782 0.067 0.787 0.467 0.099 0.186 0.145 0.249 0.491 0.060 0.318 0.073 0.202 -0.262 1.000
昼間人口変化率 [17] 0.114 -0.093 0.036 -0.063 -0.014 0.050 0.015 -0.008 -0.005 -0.019 0.018 0.004 -0.002 -0.026 -0.149 0.055 1.000
世帯あたり自家用車保有台数（期首） [18] -0.016 -0.090 -0.050 -0.082 -0.037 0.022 -0.049 0.022 -0.033 -0.018 0.016 -0.017 0.010 0.012 -0.110 -0.128 0.049 1.000
病院の有無ダミー [19] 0.035 0.418 0.042 0.421 0.288 0.039 0.109 0.109 0.166 0.261 0.008 0.180 0.019 0.137 0.088 0.459 -0.051 -0.142 1.000
病院数増加ダミー [20] 0.012 0.099 0.012 0.098 0.046 0.020 0.023 0.009 0.030 0.065 0.019 0.039 0.011 -0.014 -0.015 0.117 0.069 -0.054 0.035 1.000
病院数減少ダミー [21] -0.020 0.224 -0.008 0.215 0.170 0.015 0.076 0.058 0.109 0.151 -0.033 0.128 -0.005 0.081 0.056 0.237 -0.080 -0.081 0.438 -0.063 1.000
公務事業所の有無ダミー [22] -0.033 0.363 -0.002 0.367 0.139 0.004 0.044 0.038 0.084 0.187 -0.003 0.105 0.028 0.102 0.151 0.295 -0.119 -0.064 0.206 0.020 0.114 1.000
公務事業所数増加ダミー [23] 0.017 0.152 -0.006 0.163 0.092 0.006 0.017 -0.013 0.092 0.070 0.016 0.069 -0.018 0.045 0.047 0.161 0.042 -0.019 0.113 0.027 0.061 0.112 1.000
公務事業所数減少ダミー [24] -0.016 0.165 -0.002 0.162 0.067 0.005 0.027 0.013 0.028 0.103 0.004 0.051 0.020 0.063 0.075 0.129 -0.093 -0.034 0.090 -0.007 0.088 0.359 -0.198 1.000